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1()6{)イ li31]、 lly:部応す|」〃IIpF千 1原 ∫ノ」r許専攻ムt初の事業′|:が社会で活・
lllを始めた.

まだ国内では粧tF力発電は行われていなかった=戦後 15年 を経て米国、英国、フ

ランス、ソビエト、中1玉|など第二次世界大戦戦勝 FIllまそれぞれ原水爆実験を続け、大
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原子力 E学 [|(専攻)同窓会設立の機運が高まり、1981年原子力工学専攻開設 25

周年を機に、東海大学原子力工学会|ま倉」設されました
=

現:在、最初の事業生が社会に出て以来 60年が経l畳し、会員総数は 30()()名 をこえ、

崎〔」4カ ,「 業ク)夕 lい 手としてばかりでなく、多岐にわたるそれぞオとの職場で活」「乱ていま
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「学会会員による特別講義

・講洒1会の開催/′・り|:常勤講師としての学†1教育への協

力/・就職に向けての企業説明会の開催/・ 建学祭における現役学生・教員。工学会員・

企業による合同懇親会の開催
′́・現役学

′
|:の東京電ノJ福島第一原子力発電所 (111)見
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lr許 会としては、現 ni各年度271の 代1議 li選出が綺t底てきヽ・ lplしてt,る と,ころで

すんや、 この||」 1趣 セ角Iツtす るためにはJi′ritt「・十日//の )LL絡 を充り〔させること

が求められています=し かしながら、個ノ、1青報保護法のもとで、難しい舵

取 |)が要求されまtま た、郵送費用グ)増大による運営経費への圧迫も、
そ
')解
決を‖1んでいろ ^つ ク)要 1人|で■1: このようなことから 1:学会ホーヱ、

ベージの充り〔が 1`1山 iウ )1要 1科ll題 となって Jヽま す

ご4t'1クハ11り 、 2()11 イ「 3111111ク リ叫〔|14(プ (ザ:'だ にJ(る J(lEttIIIIデイ千 九〔

発 71事故による ■l Ui会 と|)わけ多くの市民からの原子力に対する厳しい

視線|ま、工学会員にも少なからず影響がIえんでいると

ころて
‐1が、地球温暖化を含めて将来のエネルギー

1111題解1丼tのために|ま、 これからもなお ^‖の原チカの
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